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日本知的財産協会 関東 C8B 2005 年 

ワインラック明細書 

参考例 

（弁理士 遠山 勉） 

【書類名】 特許請求の範囲 
【請求項１】 筒状に形成され、窓部、係合凸

部、窓部の組合せからなる壁部と、係合凸部、窓

部、係合凸部との組合せからなる壁部とを有し、

係合される側のユニット筒の窓部に、前記係合凸

部を挿入し、窓部を通過して係合凸部の裏側へ至

るジョイントで連結可能としたユニット筒。 
【コメント】請求項１は、請求項２をより原理

的に捉えたものです。請求項１の各構成の下位概

念を従属項として特定しておくことも重要です。

なお、請求項２は、本発明が本来実用新案的なも

のであり、従来例との関係、あるいは、防衛出願

的な考えからは、この程度の限定でよしとする場

合です。 
【請求項２】 
円筒 2 の軸方向を行とし、円周方向を列として
円筒 2の周面に n行m列の設定位置を想定し、こ
の設定位置に円筒 2 の曲率と同一の曲率をもつて
湾曲した係合凹部 3 と、この係合凹部 3 を形成す
ることにより元の筒状の部分に残存する形で形成

される係合凸部 4 とを配置し、これら係合凹部 3
と係合凸部 4 とが互いに噛合するように形成し、
さらに、係合凹部 3 と係合凸部 4 両者間の境目が
係合凹部 3 の凹み分だけスリット 5 となるように
して形成したびん保持用ユニット筒 1 であつて、
前記係合凹部 3 と係合凸部 4 との係合状態にて前
記スリット 5 に挿脱自在に挿入されるジョイント
6で複数連結・分離自在としたことを特徴とするび
ん保持用ユニット筒。 
【請求項３】 
 前記係合凹部 3 が円筒 2 の両端に来る雄型ユニ
ット筒 1aと、前記係合凸部 4が円筒 2の両端に来
る雌型ユニット筒 1bとの 2種類に区別され、この
2 種 1 組ををびん用ラック形成のための最小ユニ
ット単位となることを特徴とする請求項２記載の

びん保持用ユニット筒。 
【請求項４】 
係合凹部 3が円筒 2の両端に来る雄型行 1aと係

合凸部 4が円筒 2の両端に来る雌塑行 1bとを有し、
単独でびん用ラック形成のための最小ユニット単

位となることを特徴とする請求項２記載のびん保

持用ユニット筒。 
【請求項５】 
 杵状に形成された別体のジョイント 6 で連結さ
れることを特徴とする請求項２記載のびん保持用

ユニット筒。 
【請求項６】 
前記ジョイント 6 は、係合凸部 4 と一体となつ
て舌片状に形成され、複数のユニット筒 1 を連結
される場合、噛合される側である係合凹部 3 の幅
より、噛合する側である係合凸部 4 の幅とジョイ
ント 6 の幅とを加えた長さの方が狭く形成され、
噛合した後にジョイント 6 をスリット 5 に挿入し
た時、連結された 2 つのユニット筒 1 の両端がそ
ろうように係合凹部 3 と係合凸部 4 の位置関係を
定めたことを特徴とする請求項２記載のびん保持

用ユニット筒。 
 
【書類名】   明細書 
【発明の名称】 びん保持用ユニット筒 
【発明の詳細な説明】 
【０００１】  
【技術分野】 
 本発明はびん保持用ユニット筒に係り、複数連

結することによりびん用ラックを形成できるびん

保持用ユニット筒に関する。 
【０００２】 
【背景技術】 
 従来、びん等の構置きに格納するものとして、

例えば、筒状体表面に、ともに外向きで拡開した

形状の傾斜突縁部と、この傾斜突緑部を緩挿する

内方に対向した形状の咬合突緑部を交互に設けて

なる構成であつて、隣接する一方の筒状体の任意

の傾斜突緑部側端を他方の筒状体の任意の咬合突

緑部側端に当てがいスライドさせて挿着して連結

するものがある。（例えば、特許文献１参照） 
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【０００３】 
【特許文献１】 
実公昭 52－25511号公報               
【０００４】 
【発明が解決しようとする課題】 
 しかし、この従来のものには次のような問題点

があつた。先ず、筒状体の脱着時には、どうして

もこれを筒状体の長さ分、円筒の軸方向にスライ

ドさせなければならないので、格納棚として使用

する場合等において、これらを連結・分離するに

は、その分の空間を必要とする。 
【０００５】 
また、結合された筒状体は、前記傾斜突縁部と

咬合突緑部と、互いに反対方向に曲成した周面の

一部が接触し合つているにすぎないので、特に一

方向に連続して結合するような場合は、各筒状体

の安定度が十分とは言えない。 
【０００６】 
さらに、結合時において、前記傾斜突緑部端と、

これに合致する咬合突縁部端とを正確に合わせ、

これらを緩挿する作業は煩わしい。本発明はこの

ような点に鑑みなされたもので、円筒の脱着作業

が容易に行えて、また結合時の安定性に優れたび

ん用ラックを形成することを技術的課題とする。 
【０００７】 
【課題を解決するための手段】 
 本発明は、前記課題を解決するため、次のよう

な技術約手段をとった。 
すなわち、本発明は、一つのユニット筒を複数

連結してワインラック等のびん用ラックを構成す

るものであり、係合する側の筒体の壁部に、壁部

で形成される係合凸部を設けるとともに、係合さ

れる側の筒体の壁部に、前記係合凸部を受け入れ

る窓部を形成し、係合凸部を窓部に挿入し、窓部

を通過して係合凸部の裏側へ至るジョイントで２

つのユニット筒を連結可能としたものである。 
【０００８】 
ここで、窓部、係合凸部、窓部の組合せからな

る壁部と、係合凸部、窓部、係合凸部との組合せ

からなる壁部とをユニット筒に設ける必要がある

が、係合凸部と窓部の繰返し数は問わない。これ

らの組が一つのユニット筒に存在すれば、一つの

ユニット筒でラック形成のための最小ユニット単

位とすることが可能である。 
【０００９】 
窓部は、完全に開口した形態でもよいが、ユニ

ット筒の壁部を凹ませて、係合凸部を密着嵌合さ

せるような係合凹部として形成することも可能で

ある。 
ユニット筒は、円筒が好ましいが、筒状であれ

ば、円筒でなくともよい。 
【００１０】 
以下、より具体的に本発明を説明する。 
【コメント】手段の項では、通常、図面や符号

を用いずに説明するが、理解しにくい場合には、

限定解釈されないように注意をしつつこれらを用

いてもよい。 
 
びんを挿入可能な径で、しかも、ジョイント 6
で複数連結可能にしたびん保持用のユニット筒 1
を次のように形成する。まず、円筒 2 の軸方向を
行とし、円周方向を列として円筒 2 の周面に n 行
m列の設定位置を想定する。 
【００１１】 
そして、この設定位置に円筒 2 の曲率と同一の 
曲率をもつて湾曲した係合凹部 3 とこの係合凹部
3 を形成することにより元の筒状の部分に残存す
る形で形成される係合凸部 4 とを配置する。この
配置の仕方はこれら係合凹部 3 と係合凸部 4 とが
互いに噛合するようになつていればよいから、例

えば、第 1図のように係合凹部 3と係合凸部 4と
が交互に碁盤の目のように配置されてもよいし、

また、第 5 図のように 3 つの設定位置にまたがつ
て配置されるように形成してもよい。 
【００１２】 
さらに、係合凹部 3 と係合凸部 4 両者間の境目
が係合凹部 3 の凹み分だけスリット 5 となるよう
に形成してある。このようにしてユニット筒 1 が
形成されるが、係合凹部 3 と係合凸部 4 の配置の
仕方により、ユニット筒 1 連結のための基本単位
が 2 つの異種のユニット筒 1 を最小単位として 1
組必要とする場合と、1つのユニット筒 1を最小単
位とすればよい場合とができる。 
【００１３】 
すなわち、前者の場合は、例えば第 1 図のよう
に前記係合凹部 3 が円筒 2 の両端に来る雄型ユニ
ット筒 1aと、前記係合凸部 4が円筒 2の両端に来
る雌型ユニット筒 1bとを 1組とし、これを最小ユ
ニット単位とした場合である。 
【００１４】 
また後者の場合は、第 3図のように、係合凹部 3
が両端に来る雄型行 1aと係合凸部 4が両端に来る
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雌型行 1bとを有し、この 1つのユニット筒 1を最
小ユニット単位として形成した場合である。 
【００１５】 
前者第１図の場合は雄型ユニット筒1aの係合凹
部 3と係合凸部 1とを雌型ユニット筒 1bの係合凸
部と係合凹部 3 とに互いに噛合し、後者第 3 図の
場合には、一方のユニット筒 1の雄型行 1aと他方
のユニット筒 1の雌型行 1bとを噛合する。 
【００１６】 
そして、係合凹部 3 と係合凸部 4 との噛合時に
互いに連通しあう一方のユニット筒 1 のスリット
5と他方のユニット筒1のスリット5にジョイント
6（このジョイント 6はユニット筒 1と一体に形成
しても、別体に形成してもよい）を挿入して 複

数のユニット筒 1を連結する。 
【００１７】 
ユニット筒 1 をジョイント 6 で複数連結すると
びん用ラックが形成され、びんの数量に応じた数

のユニット筒 1 をジョイント 6 で連結することに
よって、形成されるびん用ラック自体の大きさは

必要最小限の大きさとなる。 
【００１８】 
また、最小ユニット単位のユニット筒 1 を造る
だけでびん用ラックを形成できる。さらに、ジョ

イント 6 の挿脱のみで連結・分離ができる。 ま
た、びんの包装の際などに、びんを保持すること

により緩衝作用も奏する。 
【００１９】 
【発明の効果】 
 以上説明したように本発明のユニット筒は、窓

部、係合凸部、窓部の組合せからなる壁部と、係

合凸部、窓部、係合凸部との組合せからなる壁部

とを互いに噛合させて、窓部を通過して係合凸部

の裏側へ至るジョイントで連結させることで、簡

単にラックを構成することができる。しかも、窓

部、係合凸部、窓部の組合せと、係合凸部、窓部、

係合凸部の組合せ同士が最小単位となって、それ

らを噛合させてジョイントでいわば「かんぬき」

状に連結するので、結合が強固で安定する。 
【００２０】 
これは、円筒に係合凹部と、この係合凹部を形

成することにより元の筒状の部分に残存する形で

形成される係合凸部とを配置し、これら係合凹部

と係合凸部とが互いに噛合するように形成した例

でも同様である。 
【００２１】 

なお、筒の一端を閉じて有底とすることができ、

これをそのまま縦置き用のびん用ラックとするこ

ともできる。 
【００２２】 
また、蓋体を設ければ、びん用ラックとなる容

器として使用できる。この場合、ユニット筒単独

の他、連結した複数のユニット筒を大きな箱に入

れ、例えばびんを 1 ダース運搬する際の包装材と
しても使用できる。 
さらに、係合凹部と係合凸部は同一の曲率であ

るので、これらは結合時に互いに密着する。した

がつて、結合後の円筒の安定性に優れ重量のある

びん格納に最適である。 
【００２３】 
【発明を実施するための最良の形態】 
＜第１実施形態＞ 
 まず、本発明の第 1 の実施形態を第 1 図に基づ
いて説明する。 
【００２４】 
この実施形態のものは、雄型ユニット筒 1aと雌
型ユニット筒 1bとの 2種類が 1組となつて使用さ
れるもので、この 2 種類のユニット筒 1 がびん用
ラックを形成するための最小ユニット単位となる

ものである。 ユニット筒 1 を形成するための円
筒 2の軸方向を行とし、円周方向を列として円筒 2
の周面に n行m列の設定位置を想定しておく。 
【００２５】 
ここで、n 及び m は任意の自然数である。そし
て、この想定された設定位置に円筒 2 の曲率と同
一の曲率をもつて湾曲した係合凹部（窓部）3 と、
この係合凹部 3 を形成することにより元の持状の
部分に残存する形で形成される係合凸部 4 とを交
互に配置し、碁盤目状にする。この係合凹部 3 と
係合凸部 4の配置の仕方で雄型ユニット筒 1aと雌
型ユニット筒 1bとが形成される。 
【００２６】 
すなわち、円筒 2 の両端である行の両端に係合
凹部 3 が来るように形成した場合が雄型ユニット
筒 1a となり（この場合の行を雄型行 1a と名付け
る）、円筒 2の両端である行の両端に係合凸部 4が
来るように形成した場合が雌型ユニット筒1bとな
る（この場合の行を雌型行 1bと名付ける）。 
【００２７】 
ここで、雄型ユニット筒 1a の雄型行 1a の係合
凹部 3及び係合凸部 4と、雌型ユニット筒 1bの雌
型行 1bの係合凸部 4及び係合凹部 3とは互いに噛
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合するようになつている。また、係合凹部 3 を形
成することにより、係合凹部 3 と係合凸部 4 両者
間の境目が係合凹部 3 の凹み分だけスリット 5 と
なるようにして形成してある。 
【００２８】 
そして、雄型ユニット筒 1aの係合凹部 3及び係
合凸部 4と、雌型ユニット筒 1bの係合凸部 4及び
係合凹部 3 とが互いに噛合した時に、雄型ユニッ
ト笛 1aのスリット 5と雌型ユニット筒 1bのスリ
ット 5 とが互いに連通するので、この連通する各
スリット 5 に杵状に形成されたジョイント 6 を挿
入して雄型ユニット筒 1a と雌型ユニット筒 1b と
を連結する。 
【００２９】 
＜第２実施形態＞ 
 また、1つのユニット筒 1をびん用ラック形成の
ための最小ユニット単位としたものとしては、第 2
図に示す第 2 の実施形態のようなものがある。な
お、前記第 1 の実施形態と同様の部分は同一の符
号を付してその説明を省略する。 
【００３０】 
この実施形態にあつて、ユニット筒 1 は、係合
凹部 3が円筒 2の両端に来る雄型行 1aと、係合凸
部 4が円筒 2の両端に来る雌型行 1bとの 2種類の
行を有している。そして、2つのユニット筒 1を連
結する場合、一方のユニット筒 1の雄型行 1aと他
方のユニット筒 1の雌型行 1bのそれぞれの係合凹
部 3と係合凸部 4とを噛合し、連通するスリット 5
にジョイント 6を挿入して連結する。 
【００３１】 
＜第３実施形態＞ 
次に、第 3 の実施形態を第 3 図に基づいて説明
する。この実施形態のものは、前記第 2 の実施形
態のものにおいて、舌片状のジョイント 6 を雄型
行 1aの係合凸部 4に一体に形成したものである。 
【００３２】 
ここで、ジョイント 6を設ける雄型行 1aの係合
凸部 4は、その幅が雌型行 1bの係合凹部 3の幅よ
り狭くしてあり、さらに、ジョイント 6 の幅を係
合凸部 4の幅に足した長さも雌型行 1bの係合凹部
3の幅以下となるようにしてある。 
【００３３】 
そして、複数のユニット筒 1 連結させる場合を
考えた時、噛合される側である係合凹部 3 と、噛
合する側である係合凸部 4との位置関係をみると、
双方の噛合時に連結されるべき 2 つのユニット筒

1は互いに軸方向にずれており、噛合した後にジョ
イント 6をスリット 5に挿入した時、連結された 2
つのユニット筒 1 の両端がそろうような位置関係
にしてある。 
【００３４】 
また、ジョイント 6 を係合凸部 1 に一体に形成
するのを容易にするため、ジョイント 6 に対応す
る円筒 2 の周面に切欠き 7 を設けてある。このよ
うにジョイント 6をユニット筒 1と一体にすれば、
前記各実施形態の場合にジョイント 6 が足りなく
なつて連結できなくなるおそれがあるのと異なり、

ユニット筒 1 を複数用意するだけで連結でき便利
である。 
【００３５】 
＜第４実施形態＞ 
以上の各実施形態において、係合凹部 3 と係合
凸部4はn行m列の設定位置にそれぞれ配置され、
少なくとも行方向には交互に配置されて碁盤目状

になつているが、第 4 図に示す第 4 の実施形態の
ように、設定位置の 3 つのポジションに連続して
またがるように係合凹部 3 ないし係合凸部 4 を形
成してもよい。 
【００３６】 
このようにすれば、金型の構造が第 1 実施形態
のものに比べて簡単になり、コスト安とすること

ができる。 
【００３７】 
＜その他の変形例＞ 
以上の各実施形態のものは円筒 2 の両端が開口
しているが、円筒 2 の一端を閉じて有底としても
良い。このようにすれば、びん用ラックとした時、

びんを奥深く挿入しすぎて、取り出しにくくなつ

たり、反対側に落ちたりせず、また、横倒しに挿

入する探さが一定になり、保持される複数のびん

が面一に並んで美しく整理される。 
【００３８】 
また、有底ならば、横置き用のびん用ラックだ

けでなく、縦置き用のびん用ラックをも形成でき、

例えば、ビールびん 1ダース用のケースともなる。 
【００３９】 
このユニット筒 1 は、以上のようにびん用ラッ
クとして使用されるが、びんを箱で包装する場合

に、ユニット筒 1 内にびんを挿入してから箱内に
入れれば、緩衝体として作用し、衝撃からびんを

保護できる。 
【００４０】 



 5

この場合、係合凹部 3 がびんの周面を弾力的に
保持するので緩衝効果は大きい。 
さらに、ユニット筒 1を有底としただけでなく、
第 5 図に示すように開口端に蓋体 8 を設ければ、
びん用ラックとなる容器として使用できる。この

場合、ユニット筒 1 の長さをびんの長さより長く
し、開口端に板状の蓋体（図示せず）を取り付け

ても良いが、このようにするとユニット筒 1 の深
さが深くなりすぎ、びん用ラックとした時にびん

を取り出しにくくなるので、ユニット筒 1 の長さ
をびんより短くし、蓋体 8 をユニット筒 1 と同一
形態で、かつ、天板で上面を塞いである円筒状に

形成し、さらに、蓋体 8 にユニット筒 1 の開口端
に係合する舌状係合片 9 を設けるようにした方が
よい。 
【００４１】 
なお、ジョイント 6 をスリット 5 に挿入してお
くことにより、容器に付属せしめておく。このよ

うにすれば、ワイン入りびんなどの販売に当たつ

て、このユニット筒 1 で形成した容器内に収納し
ただけで特に箱などに入れずにそのまま販売でき

て便利であるとともに、複数買えばびん用ラック

を形成できるので、顧客の購買意欲をも向上させ

る。 
【００４２】 
また、上記した実施形態において、係合凹部は

係合凸部を受け入れる窓部の一形態であるが、係

合凹部の底壁（円筒の壁部である）を削除し、完

全に開口した窓部としてもよい。 

【産業上の利用可能性】 
・・・ここでは省略・・・ 
 
【００４３】 
【図面の簡単な説明】 
 第 1図は本発明の第 1の実施形態を示す斜視図、
第 2図は第 2の実施形態を示す斜視図、第 3図は
第 3の実施形態を示す斜視図、第 4図は第 4の実
施形態を示す斜視図、第 5 図はユニット筒を容器
とした場合の斜視図である。1‥‥ユニット筒、1a
‥‥雄型ユニット筒、1b‥‥稚型ユニット筒、2‥
‥円筒、3‥‥係合凹部、4‥‥係合凸部、5‥‥ス
リット、6‥‥ジョイント、1a‥‥雄型行、1b‥‥
雌型行。 
 
【書類名】   要約書  
【要約】  
 【課題】脱着作業が容易に行えて、また結合時

の安定性に優れたびん用ラック 
 【解決手段】筒状に形成されたユニット筒１

の壁部に、窓部（凹部）３、係合凸部４、窓部３

の組合せと、係合凸部４、窓部３、係合凸部４と

の組合せのパターンを交互に設け、２つのユニッ

ト筒において、係合される側のユニット筒の窓部

に、他のユニット筒の係合凸部を挿入し、窓部を

通過して係合凸部の裏側へ至るジョイント６で連

結可能とする。 
 【選択図】図１ 
 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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